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学会主要記事

１）正会員総会

１．平成18年４月19日d本学大会議室において開催され、平成17年度決算及び事業報告、平成

18年度予算及び事業計画を承認し、平成18年度学会長、理事、監事を選出した。

２）理事会

１．平成18年４月26日d本学学会室において開催され、『高崎経済大学50年史』、論集（退職記

念号）部数、「注」ついて掲載の仕方を審議した。

２．平成18年５月17日d本学学会室において開催され、論集執筆者、学術講演会、研究会、論

集印刷業者の選定について審議した。

３．平成18年６月７日d本学学会室において開催され、『高崎経済大学50年史』、学術講演会、

研究会、大学院生の論文掲載においての査読について審議した。

４．平成18年６月21日d本学学会室において開催され、論集氏名英語表記について審議した。

５．平成18年７月12日d本学学会室において開催され、『高崎経済大学50年史』、論集氏名英語

表記について審議した。

６．平成18年10月４日d本学図書館事務室内において開催され、論集（退職記念号）（50周年

記念号）執筆者、講演会（50周年記念事業）論集別冊、学会誌改定、について審議した。

７．平成18年11月８日d本学学会室において開催され、退職記念講演会について審議した。

８．平成19年１月31日d本学学会室において開催され、50周年記念事業、学会員、論文の注、

書評英文タイトルについて審議した。

３）機関誌

１．機関誌「高崎経済大学論集」第49巻１号、２号、３・４合併号（小池重喜教授・岸田孝弥

教授・小川雅敏教授退職記念号）、別冊「学びへのいざない」を年度内に刊行した。



－ 236 －

高崎経済大学論集

第49巻　第 1号

平成18年６月

目　　　次
〔論　　文〕

日露戦争と下瀬火薬システム ……………………………………………………………小　池　重　喜

HACCP システムを考慮した食品加工機械の

安全・衛生設計に関する研究（下）…………………………………………………三　浦　達　司

明治大正期に於ける富山県宇奈月温泉の研究（2）

―温泉関連史料及び新聞史料の検討を中心に― …………………………………富　澤　一　弘若　林　秀　行

Improving Transcription for Japanese Learners of English……………………………湯　澤　伸　夫

求貨求車ネットワークに加入している

組合員の実態調査 ……………………………………………………………………関　　　哲　人

〔書　　評〕

A. O. ハーシュマン著／矢野修一訳

『離脱・発言・忠誠―企業・組織・国家における衰退への反応―』……………奥　田　太　郎

Robert W. Dimand and John Geanakoplos eds., 

Celebrating Irving Fisher, the Legacy of a Great 

Economist, Blackwell 2005, xvi＋456pp.……………………………………………中　路　　　敬

第49巻　第 2号

平成18年９月

目　　　次
〔論　　文〕

ITを活用した予防保全システムに関する研究（上）

－食品機械におけるITを活用した

予防保全システムの設計に関する研究－ ………………………………………三　浦　達　司

Illusion of Career Development Theories

～ For the Departure of Developing a

Demonstrative Career Development Theory ～…………………………………茂　木　一　之王　　　國　霖
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高崎－前橋間の乗合バスの変遷にみる公共交通の諸問題の考察 ……………………大　島　登志彦石　関　正　典

『生糸直輸出奨励法の研究－星野長太郎と同法制定運動の展開－』補論（上）……富　澤　一　弘

貧困が招く児童虐待の現状（ペルーにおける児童虐待の現状）………………………福　井　千　鶴

中世における「三種神器」論の一端 ……………………………………………………二　藤　　　京

大学職員における能力開発のための労働環境のKAIZENに関する研究

－組織人間工学的アプローチでのメンタルヘルス・

マネジメント導入による能力向上システムの提案－ …………………………岩　田　　　恭

〔研究ノート〕

現代のコミュニケーション環境とコミュニケーション論をめぐって ………………高　松　正　毅

〔翻　　訳〕

J. A. シュンペーター講演録

「世界不況－特にアメリカ合衆国に言及しつつ－」………………………………中　路　　　敬

〔書　　評〕

ジャック・ゴールドスミス、エリック・ポズナー著

『国際法の限界』オックスフォード大学出版、2005年 …………………………竹　内　雅　俊

〔講演抄録〕

事実は理論に勝る～名探偵に学ぶ経済分析術～ ………………………………………赤　羽　隆　夫

夢を追いかけて ……………………………………………………………………………奥　寺　康　彦

第49巻　第３・４合併号

平成19年３月

小池重喜教授・岸田孝弥教授・小川雅敏教授退職記念号

目　　　次

退職記念号発刊にあたって…………………………………………………………茂　木　一　之（ｉ）

小池重喜先生、岸田孝弥先生、小川雅敏先生定年退職にあたって……………木　暮　　　至（vii）

小池・岸田・小川先生を送る………………………………………………………石　井　伸　男（xi）

〔論　　文〕

ポストモダン論と文化価値の多様性 ……………………………………………………高　瀬　　　浄

フロイトの「世界観」－「運命」と「断念」－（上）…………………………………飯　岡　秀　夫
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ITを活用した予防保全システムに関する研究（下）

―食品機械におけるITを活用した

予防保全システムの設計に関する研究― ………………………………………三　浦　達　司

『生糸直輸出奨励法の研究－星野長太郎と同法制定運動の展開－』補論（下）……富　澤　一　弘

Writer’s intention behind the citation forms in academic texts.………………………岡　村　晃　子

ロシア資本主義の制度的構造－序説－ …………………………………………………岡　田　和　彦

役割分担の重複がもたらす問題に関わる

コンピュータ・シミュレーション …………………………………………………藤　本　　　哲

自発的公共財供給の微分ゲームモデルにおけるフィードバック均衡：

非対称的なプレイヤーのケース ……………………………………………………柳　瀬　明　彦

ASBJ「純資産の部」の特徴－企業会計基準第５号に関する検討－ …………………池　田　幸　典

Grammatical Errors across Proficiency Levels in

L2 Spoken and Written English………………………………………………………阿　部　真理子

知識の陳腐化と持続的経済成長（１）……………………………………………………岡　田　知　之

『日本書紀纂疏』における帝王の系譜……………………………………………………二　藤　　　京

『横浜毎日新聞』『東京横浜毎日新聞』からみる

神奈川県の自由民権運動と教育 ……………………………………………………任　　　鉄　華

タイにおける一村一品運動と農村家計・経済への影響 ………………………………武　井　　　泉

〔研究ノート〕

新地場産業への比喩的アプローチ ………………………………………………………石　川　弘　道

アメリカにおける賃金格差拡大の要因を探る－文献研究－ …………………………石　井　久　子

〔書　　評〕

田淵太一著『貿易・貨幣・権力－国際経済学批判－』…………………………………矢　野　修　一

〔講演抄録〕

戦前期日本造船業史の素描 ………………………………………………………………小　池　重　喜

能率心理学・安全人間工学・マクロアーゴノミクス

――産業・組織心理学研究室の研究と教育の31年―― …………………………岸　田　孝　弥

大学とは何だろうか ………………………………………………………………………小　川　雅　敏

小池重喜先生　略歴および研究業績

岸田孝弥先生　略歴および研究業績

小川雅敏先生　略歴および研究業績

〔学会記事〕

学会主要記事
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４）学術講演会は下記のとおり推行した。

１．平成18年６月30日f

赤羽　隆夫（元経済企画庁次官／景気探偵）

「事実は理論に勝る－名探偵に学ぶ経済分析術－」

２．平成18年７月13日e

奥寺　康彦（横浜FC代表取締役社長／2006年WCドイツ大会解説者）

「夢を追いかけて」

５）退職記念講演会は下記のとおり推行した。

１．平成19年１月17日d

小池　重喜（高崎経済大学経済学部）

「造船業史より」

岸田　孝弥（高崎経済大学経済学部）

「能率心理学・安全人間工学・マクロアーゴノミクス－産業・組織心理学研究室の研究

と教育の31年－」

小川　雅敏（高崎経済大学経済学部）

「大学とはなんだろうか」

６）研究会は下記のとおり推行した。

１．平成18年７月12日d

①潜道　文子（本学経済学部助教授）

「女性的視点と企業経営：女性的リーダーシップとCSR型経営戦略との関係性を中心とし

て」

②大石　　恵（本学経済学部講師）

「自校史教育と大学所蔵資料の活用に向けて」

２．平成18年11月15日（水）

①阿部真理子（本学経済学部講師）

「コーパスとは何か？－英語教育への活用例と研究事例」

②内藤まゆみ（本学経済学部講師）

「ネットで友情は育つのか？－オンライン・コミュニケーションの心理学－」


